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・ 学生支援 基礎編１─学びを支える大学の役割─開催日：2012年2月20日（月）

下記セミナーへもぜひご参加ください CPD

■ 開催日： 2012年1月30日（月） 13：30～15：30
■ 場　所： 東北大学川内北キャンパス マルチメディア教育研究棟4階 M401

■ 講　師： 小林 雅之（東京大学 大学総合教育研究センター・教授）　　　

日本の大学進学率は 50％ を超え，OECD 先進国水準を保っていますが，立ち遅れているのが学生への経済支援です。高等教育の公

的負担 割合は，ＯＥＣＤ諸国の中で最低水準で，このため国立大学であっても，自宅通学では 100 万円以上，自宅外通学の場合，

年間 170 万 円の費用がかかります。公的奨学金は給付ではなくすべて貸与です。このため，家庭の経済力によって大学進学には大

きな格差が生じています。 欧米諸国に比べて遅れている経済支援の現状を理解し，今後のあり方を探るためにセミナーを開催 しま

す。講師には，『進学格差』（ちくま新書）な どの著書で知られ，奨学金や家計と進学機会の格差研究で著名な小林雅之氏（東京大学教授）

をお招きします。進学機会と経済支援の問題は社会情勢や経済状況も絡む，大学だけにとどまらない複雑な問題ですが，第一人者

の小林氏をガイドに考える機会を持ちませんか？

学生支援担当の教職員・

研究者・研究者を目指す院生 , そして

大学生を持つ保護者の方々も是非

ご参加ください。

参加無料＊当日参加可

共催   国際教育院

学生支援 基礎編２

■コード：高等教育論［L-01］・学生相談［W-02］

大学生への経済支援のあり方と課題大学生への経済支援のあり方と課題大学生への経済支援のあり方と課題大学生への経済支援のあり方と課題
■対象： 院生 △ 新任 ◯ 中堅・リーダー ◎ 職員 ◎


